
令和６年度（２０２４年度）地域医療構想の推進に関する意向調査結果概要

　本結果概要は、令和７年（２０２５年）１月に実施した、一般病床・療養病床を有している医療機
関を対象に行った意向調査の結果をまとめたものです。

令和７年３月２６日

北海道倶知安保健所
北海道岩内保健所
小樽市保健所
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１　基本情報
〈対象施設数等〉
施設種別 対象施設数（件） 回答数（件） 回答率（％）
病院 15 15 100
診療所 20 16 80

合計 35 31 88.6

〈許可病床数〉 単位：床

施設種別 一般 療養 精神 結核 感染 計
病院 1,753 719 120 4 2 2,598
診療所 206 18 0 0 0 224

合計 1,959 737 120 4 2 2,822

〈改築予定の医療機関〉
建築年 築後年数 改築予定時期

S48 52 未定

２　病床機能報告制度について
（１）平成２８年度からの報告内容【許可病床数】 単位：床

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計
H28 102 1,487 281 1,296 206 3,372
R5 102 1,241 436 860 123 2,762
R6 102 1,066 494 913 119 2,694

（２）令和６年度の報告内容（病棟単位）について、「許可病床数」と「稼働病床数」を記載
単位：床

R6年度報告 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計
許可病床数 102 1,066 494 913 119 2,694
稼働病床数 102 1,011 481 895 - 2,489
非稼働病床数 0 55 13 18 119 205

（３）令和７年（2025年）における医療機能別の病床数（予定）
単位：床

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計
R7（２０２５年度） 102 1,161 459 853 119 2,694
（参考）必要病床数 164 638 856 1,264 － 2,922

（４）－１　病床の転換及び廃止を考えている医療機関
医療機関名 内容 基金活用意向 意向調査による報告数

（４）－２　病床を過剰な医療機能に転換しようと考えている医療機関
医療機関名 転換内容 理由

年度
許可病床数

年度
許可病床数

病院名
医療法人社団心優会　野口病院

なし

なし
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（４）－３　非稼働病床をもつ医療機関の理由と運用の見直し
非稼働の理由 休床数

看護師不足 19
その他 6

３　２０２５年における担うべき役割（自由記載による回答一覧）

医療機関名

松島内科
島牧診療所

北海道社会事業協会
余市病院

廃止
廃止。稼働体制が整わないため

今後の運用見通し

7

医療機関名

小樽市立病院

49

看護師不足

再開。透析センターとして利用して
いるが、透析の入院患者が増えず休
床となっている。今後は看護師の人
員や透析患者が増えてくると再開も
見込める

32

大橋内科胃腸科クリニック 施設の老朽化
再開。病棟改修に多額の費用が掛
かるので情勢を見ながら再開を検討

6

施設の老朽化

看護師不足

廃止。設備の老朽化により休床状態

再開。コロナ以降患者が戻らず、入
院患者も減少し休棟後は、看護師の
退職により人員不足で再開未定

北海道社会事業協会
岩内病院

今後担うべき役割

・災害拠点病院として幅広い救急医療を担い、現在の高度急
性期機能及び急性期機能を推進。
・小児・災害・精神などの不採算・特殊部門に関わる医療の提
供や高度・先進医療。
・地域がん診療連携拠点病院として、専門的ながん医療の提
供、がん診療の連携協力体制の整備及び患者への相談支援
等。
・新興感染症の拡大時には積極的な病床確保、入院患者の受
入、ワクチン接種等の中核的役割。
・地域包括ケアシステムにおける「専門的診療を行う基幹的な
病院」としての役割。
・地域医療支援病院として地域医療構想等を踏まえ、機能分
化及び連携強化を推進する役割。

北後志圏の地域周産期母子医療センターとして機能の充実を
図る。循環器科、整形外科、呼吸器外科の専門性の高い医療
の提供を維持し、診断・治療・リハビリまでを一貫して行うほか、
地域包括ケア病棟を活用した回復期医療提供、在宅医療後方
支援を整備する。又、社会福祉法人の役目として、安心・低額
な医療、健康診断等の提供を行う。

北海道社会事業協会
小樽病院

済生会小樽病院

救急患者の受け入れや手術など専門医療を中心とした急性期
医療と近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつ
つ、救急患者の初期対応や比較的症状が軽い患者に対する
入院医療等の急性期医療を担い、近隣の高度・専門医療を提
供する医療期間と連携しつつ急性期経過後の在宅復帰に向
けた医療の提供やリハビリテーションを行う。また、慢性期の病
床として重症心身障害児（者）を長期に入院させる役割を担う。
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小樽掖済会病院

当院では2007年に後志管内で一早く消化器病センターを開
設、道内屈指の設備と専門の医療チームが夜間の緊急内視鏡
にも対応できるよう24時間体制をとるなど、年間内視鏡件数や
外科の消化器疾患手術件数も管内トップクラスの実績です。実
績からもわかるように、小樽・後志地域には欠かせない消化器
疾患治療に特化した専門的な医療機関として、また後志管内
では一番最初に紹介受診重点医療機関となるなど、今後も地
域医療を担っていく責任があると考えております。

小樽中央病院
急性期の患者（特に脳神経外科領域）と回復期リハビリテー
ション病棟での治療を担っており、今後も継続して行っていく予
定です。

医療機関名 今後担うべき役割

朝里中央病院

地域の特性上もあり、外来入院共に急患や比較的症状が軽度
の救急対応も担いつつ、かかりつけ医機能も保持、急性期経
過後の入院受入から在宅復帰へ向けた支援やリハビリを提
供、また長期療養への対応も行いケアミックス医療と介護のワ
ンストップを提供する医療法人として今後も役割を維持する

野口病院

内科・消化器内科を標榜し、主に慢性疾患の高齢者を対象と
した入院医療を担う。訪問診療、訪問看護等、在宅サービスの
充実を焦点に施設サービスとの連携で切れ目のないケアを目
標としている。

南小樽病院
高齢者の急性増悪疾患（脱水、肺炎など）の治療や在宅復帰
機能、リハビリテーションの強化入院やレスパイト入院機能。長
期入院に限らず、地域で必要な医療を提供する施設。

東小樽病院
これからも高齢者の長期療養を介護施設と連携し医療を提
供。また近隣住民の慢性期疾患および健康のサポートを行う

三ツ山病院
慢性期の入院医療、内科外来、維持透析、主に近隣介護施設
に向けた訪問診療

ニセコ羊蹄広域
倶知安厚生病院

南後志地域の中核病院として一次・二次救急を担うとともに、
高次医療機関と連携しながら比較的軽症の患者に対する入院
医療などの急性期医療を提供する。また、急性期経過後のリハ
ビリテーションを実施し、在宅復帰支援を強化することで、回復
期機能の充実を図る。

昆布温泉病院
　地域性（蘭越町）を踏まえ、介護医療院併設の特色を生かし
て慢性期の病院（介護施設）として地域医療に貢献していく。

岩宇地域唯一の病院として急性期から慢性期までの病床機能
は必要であるため、引き続き維持していくが、病床数、病床種
別は人口減少や地域の特性等を考慮して適正な体制を検討
する。

北海道社会事業協会
岩内病院
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森内科胃腸科医院
地域のかかりつけ病院として、通常診療と往診など引き続き
行っていく。また、当院で治療困難事例は近隣の病院に紹介
し、地域住民の健康を守っていくこととする。

太田整形外科医院

　現在の当院の役割は上記３の記述の中の上から２番目（＝近
隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、救急
患者の初期対応や比較的症状が軽い患者に対する入院医療
等の急性期医療を担う）と３番目（＝近隣の高度・専門医療を
提供する医療機関と連携しつつ、急性期経過後の在宅復帰に
向けた医療の提供やリハビリテーションを行う。）ですが、当院
に勤務する医師の加齢と共に、３番から４番目（＝長期にわたり
療養が必要な患者に対する入院医療を担う）へとシフトして行く
予定です。

脳神経外科おたる
港南クリニック

比較的症状の軽い入院患者の受け入れ、入院時からのリハビ
リテーション、退院後の在宅医療

近隣の高度･専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、救
急患者の初期対応、比較的症状が軽い患者の入院治療等、
急性期経過後の在宅復帰に向けた医療の提供やリハビリテー
ション、施設に入所前の受け皿としての機能等柔軟に対応して
いく。認知症患者の受入れにも対応する。

島田脳神経外科

松島内科
高齢に対しての医療の提供やグループホームなどの施設に対
する医療管理など

寿都町内で唯一の医療機関かつ、地域包括ケアを担う有床診
療所（機能強化型在宅療養支援診療所・救急告示医療機関）
として、小児から高齢者まで診療科を問わない幅広い外来診
療（総合診療科）、24時間体制の在宅医療、24時間体制の救
急医療、頻度の多い急性期疾患・在宅復帰に向けたリハビリ
テーション・看取りを含めた緩和ケア（長期療養を除く）等の入
院医療を中心に、町外の高度・専門医療を提供する医療機関
との連携のもと、救急搬送にかかる時間の短縮に努め、総合診
療医の複数名体制・グループ診療によるかかりつけ医機能を
果たしてまいります。

寿都町立寿都診療所

医療機関名 今後担うべき役割

三浦外科肛門科医院 肛門外科の治療が中心

明治眼科医院 眼科専門医療
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